
     

「エールウイーク」～心こもる声かけからスタート 

校長  藤原 輝正  

明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたしま

す。１日の夕方、最大震度７を超える能登半島地震が発生しました。お

出かけされていた方もいらっしゃると思いますが、保護者の皆様は大丈

夫だったでしょうか。私ごとで恐縮ですが、家内が近県の富山県出身の

ため、東京から親せきや友人等にずっと連絡を取っておりましたが、幸

い、無事の確認が取れ、ひと安心しました。ただ、ライフラインがまだ

止まっている親戚もおりました。一日でも早く、余震等が収まり、これ

以上の災害が広がらずに復旧が進むのを願うばかりです。関連して、児

童のケア等が必要な場合は遠慮なくご相談ください。 

話は変わりますが、年頭に当たり、今年の干支について、確認したいと思います。今年

の干支は、「甲（きのえ）辰（たつ）」。調べてみますと「春の日差しがあまねく成長を助

ける年」に。「春の暖かい日差しが大地すべてのものに平等に降り注ぎ、急速な成長と変

化を誘う年になる」と。そして、「これまでの努力が認められ、更なる成長を遂げる年に

なること。人知れず頑張ってきたこと、自分でも気付かなかった意外な才能が開花する年

になるかもしれない。」と書いてありました。コロナも落ち着き、昨年から様々な活動が

できるようになりました。今までの苦労や努力が花開くような「飛躍」「向上」の一年に

していきたいと思います。 

３学期がスタートしました。今日から１２日（金）まで、「エールウイーク」、明日か

ら、１６日（火）までが「元気アップ週間」です。生活リズムを整え、新年の新しい気持

ちで出発したいと思います。保護者、地域の方、そして教職員、友達同士、さわやかな挨

拶や温かい声かけ（エールを送る）を通して、意欲を高めていきたいと思います。３学期

は、１月が「行く」、２月は「逃げる」、３月は「去る」とも言われ、１・２学期と比べる

と日数も少なく、あっという間に過ぎていく感があります。年度を締めくくる大切なまと

めの時期にもあたる３学期を一日一日大切に、「ホップ・ステップ・ジャンプ」と位置づ

け、６年生は立派に卒業できるよう、１～５年生は希望をもって進級していけるよう指導

していきます。今年もご支援ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

写真「謹賀新年」のしめ縄は、図工の時間に５年生が、下田様の田んぼで育てた稲わら

で作ったものです。地域の皆様の温かい応援にいつも感謝しております。 

校庭開放の扱いについて 

本校では、児童が下校した後、学校の校庭に来て遊んでもよいことにしております。 

安全に外遊びができる場所が限られていることもあり、平日のみ開放しております。 

基本は、「公園同様」の扱いとさせていただいております。下校後ということもあり、

怪我などの際も学校のスポーツ保険は適用されず、公園同様で自己責任となります。その

ため、怪我などの手当も自宅に帰っての手当を原則としております。ご理解ご協力をお願

いいたします。 

ただし、緊急対応が必要な場合は、在勤の職員で、対応して参ります。そのようなこと

も踏まえ、教員が全員出張するような日には、「校庭開放は無し」のアナウンスを児童に

しております。 
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 ◎ PTA 主催 どんと焼きについて 
   

１月１４日（日）に、PTA 主催のどんと焼きが行われます。今年はお焚き上げだけでなく、

餅つき等の催しも行われます。お時間のある保護者の皆様におかれましては、是非お子様連れ

でご参加ください。 

なお、ご家庭にだるま、しめ縄、お飾り、破魔矢、書初め等がありましたら、１３日（土）午

前１０時～午前１１時までに友田小学校までお持ちください。１２日（金）までに学校に持っ

てきてくださっても結構です。  

   昔から続く季節の行事で、さいのかみに火がつき、人々が願い事をするという習わしに接する

ことは、子供たちにとって貴重な経験になると思います。  


